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                        図１－１　森林伐採後の北東北型植生の遷移                             
     　　　　        大迫元雄：本邦原野に関する研究に戸田が一部加筆�  
  
　1999年夏から「岩手で茅葺き技術の伝承を促進する委員会（以下茅葺き促進委員会）」の活動と
して、初の茅場を探索する仕事が発足した。対象地には元大根栽培地、利用を中止した不耕起で
造られた放牧地及び機械開墾で造られた採草用草地の３タイプを選んだ。その結果、機械造成
された採草地であって、牧草の収穫を長年休止した２ヶ所の公共牧場に、かって大迫が示した系列
には含まれていなかったススキ草原が発生している貴重な実態を確認した。
　これが図２－１の中に②の遷移系列として、現地観測した結果に基づいて促進委員会メンバー
(戸田)が加筆したものである。このススキへの遷移は次のように解釈できる。機械開墾によって前植生
を完全に破壊して造られた草地であると、長年刈り取り専用に供された後に遊休地になっても、
直ちに二次林に戻れる下地がない。しかもこのような遊休草地の殆どは、陽光に恵まれ、草生密度が
低下し、飛来種子も容易に定着できる地表裸地も生じている。このため、森林に戻る前の遷移系列
として、大規模な純ススキ草原が成立したものと思われる。
以上が本章のタイトルを「ススキ遷移説の確認」とした背景である。

　２．　茅場としてのススキ草原
１）ススキ属の分類
　松村（畜産の研究1997）の言葉を借りると、「ススキ属(Miscanthus Anderss.)は東洋に固有の
植物で、約10種が知られている」。飼料やいろいろな用途に応じてかや（萱、茅）、おばな（尾花）、
ススキ（薄）などと呼ばれており、一般では呼び名と実物の間に認識上の混乱がある。
　そこでここでは、松村がイネ科主要在来野草の個生態に述べているススキ属植物の分類
（足立1958年）や原色日本植物図鑑（保育社1975）などから孫引きして学術的な拠り所を紹介する。
足立は国内広くからススキ属植物を集め、形態の変異や細胞学的な分析を通じて、あらためてススキ属
の分類を行った。それによると、ススキ属をススキ節、オギ節およびカリヤス節に区分している。
その上でススキ節を

①ススキ：日本全土のほか、中国大陸、東南アジア諸島にまで分布する多年草で、
          土壌を選ばず乾燥ぎみの陽地を好む。
②ハチジョウススキ：北海道から九州に至る主に海岸地域に
                    分布し、海浜の岩場などの陽地に自生する。
③トキワススキ：東海道以西、四国、九州に分布し、海に近い暖地の平地や丘陵地や堤防などの陽地を
                好む
と述べている。
 　　　　　　　　　       
                                    ススキ属植物の分類�
  ススキ属(Miscanthus Andersson) 
    １． ススキ節　：①ススキ(Miscanthus sinensis Andersson) 
      　　　 　　 　 ②ハチジョウススキ(Miscanthus sinensis var.) 
    　　　　　    　 ③トキワススキ(Miscanthus floridulus) 
    ２．オギ節  　： ①オギ(Miscanthus sacchariflorus) 
    ３．カリヤス節： ①カリヤス(Miscanthus tinctorius) 
                     ②カリヤスモドキ(M.oligostachyus) 
                     ③オオヒゲナガカリヤスモドキ(M. intermedius) 
  　

　


